
質 問 項 目 一 覧 表

令和７年２月１９日（水）

質問 議 員 名 質問
(会 派 名) 質 問 項 目

順位 開始予定時刻 区分

１ 岸 本 淳 志 一般 １ 指定管理者制度の見直しについて
質問 ２ 新ホール整備について

３ 観光客の満足度を高めるための受入環境整備につ
グローカル 60分 いて
ｐ ｌ ｕ ｓ 以内 ４ 公共交通の利用環境や利便性向上について

５ 徳島保健所の機能強化について
６ 新たな地域商社「徳島県産業国際化支援機構」に

午前１０時００分 ついて
開始予定 ７ 県産農林水産物等の認知度の向上・販売拡大につ

いて
８ 「徳島南環状道路」及び「徳島西環状線」の整備
促進について

９ 教育ＤＸの推進について

２ 原 徹 臣 一般 １ 「徳島国際化元年」における世界に向けた消費者
質問 政策の展開について

２ 「大阪・関西万博」について
徳島県議会 60分 ３ 外国人富裕層の誘客を見据えた観光資源の高付加
自由民主党 以内 価値化について

４ ネイチャーポジティブの推進について
５ 国の動きと合わせた本県の防災対策の抜本的強化

午前１１時２０分 について
開始予定 ６ 漂流船舶がもたらす被害の軽減に向けた取組につ

いて
７ 地域の移動手段確保のための新たな技術の活用に
ついて

８ 高校生が利用する寮の確保について

３ 坂 口 誠 治 一般 １ 駅へのトイレ設置について
質問 ２ 新ホール整備について

３ 都市公園におけるＰａｒｋ－ＰＦＩ（公募設置管
60分 理制度）について

真 政 会
以内 ４ 徳島新時代の観光振興について

午後１時３０分
開始予定

４ 達 田 良 子 一般 １ 最賃引き上げ支援事業について
質問 ２ 県都のまちづくり計画について

３ 小規模・家族農業を守る取組について
60分 ４ 学校給食無償化について

日本共産党
以内 ５ マイナ保険証について

６ ジェンダーについて
午後２時５０分

開始予定

※ 開始予定時刻、質問項目及び質問項目の順序は予定であるため変更となる場合があります。



質問要旨（岸本淳志議員）

令和７年２月１９日（水）
登壇順位① ２ ３ ４

項 目 内 容

１ 指定管理者制度の見直 本県施設のサービス向上や更なる魅力化に向け、指定
しについて 管理者制度を見直して、新しいあり方を検討してはどう

かと考えるが、所見を伺いたい。

２ 新ホール整備について 期待に応える新ホールの具体化に向けて、改めて、藍
場浜公園西エリアに整備するメリットを聞かせていただ
きたい。また、より良いレガシーとして、知事の目指す
ホールはどのようなものか伺いたい。

３ 観光客の満足度を高め 観光客の満足度を高めるための受入環境整備につい
るための受入環境整備 て、県としてどのように取り組んでいくのか。
について

４ 公共交通の利用環境や インバウンドをはじめ観光客が増加する中、公共交通
利便性向上について の利用環境や利便性の向上に、どのように取り組むの

か。

５ 徳島保健所の機能強化 徳島保健所が、自然災害や新興感染症の拡大などの危
について 機事象発生時においても必要な役割を果たし、県民の命

と健康を守ることができるよう、さらなる機能強化を図
るべきと考えるが、所見を伺いたい。

６ 新たな地域商社「徳島 新たな地域商社「徳島県産業国際化支援機構」と連携
県産業国際化支援機 し、今後どのように県産品の海外展開を進めていくのか
構」について 所見を伺いたい。

７ 県産農林水産物等の認 本県の農林水産業の発展に向け、どのように県産農林
知度の向上・販売拡大 水産物の認知度向上を図り、販売拡大につなげていくの
について か、今後の取組について伺いたい。

８ 「徳島南環状道路」及 「徳島南環状道路」及び「徳島西環状線」の整備促進
び「徳島西環状線」の について、今後、どのように取り組んでいくのか所見を
整備促進について 伺いたい。

９ 教育ＤＸの推進につい 今後、「新たな教育のありかたを実現する教育ＤＸ」
て を、ハード的なデジタル環境の整備だけでなく、ソフト

的な利活用の観点からも進めるべきではないかと考える
が、所見を伺いたい。

※ この質問要旨は、２月１８日１６時にとりまとめたものです。



質問要旨（原徹臣議員）

令和７年２月１９日（水）
登壇順位１ ② ３ ４

項 目 内 容

１ 「徳島国際化元年」に 「徳島国際化元年」の中で開催される「国際消費者シ
おける世界に向けた消 ンポジウム」でどのような成果を狙い、また、消費者政
費者政策の展開につい 策のより一層の発展につなげていくのか、所見を伺いた
て い。

２ 「大阪・関西万博」に 「大阪・関西万博」の効果を最大化するため、本県の
ついて プロモーションをどのように進めていくのか。

３ 外国人富裕層の誘客を 外国人富裕層について、消費額の大幅な増加を見据
見据えた観光資源の高 え、コンテンツや宿泊施設の高付加価値化を進める必要
付加価値化について があると考えるが、所見を伺いたい。

４ ネイチャーポジティブ 今後、県内事業者に「ネイチャーポジティブ」の取組
の推進について を普及・定着させるため、県としてどのように取り組ん

でいくのか。

５ 国の動きと合わせた本 国の動きと歩調を合わせ、とりわけ「発生直後から避
県の防災対策の抜本的 難所運営」まで、本県の防災対策を抜本的に強化してい
強化について くべきと考えるが、所見を伺いたい。

６ 漂流船舶がもたらす被 津波による漂流船舶がもたらす被害を軽減するため、
害の軽減に向けた取組 今後、どのように取組を進めていくのか、所見を伺いた
について い。

７ 地域の移動手段確保の 将来にわたり地域の移動手段を確保していくため、自
ための新たな技術の活 動運転をはじめ新たな技術を活用すべきと考えるが、所
用について 見を伺いたい。

８ 高校生が利用する寮の 市町村をはじめ関係機関と連携して、既存施設の活用
確保について も図りながら、寮の整備を進めていくべきではないか、

所見を伺いたい。

※ この質問要旨は、２月１８日１６時にとりまとめたものです。



質問要旨（坂口誠治議員）

令和７年２月１９日（水）
登壇順位１ ２ ③ ４

項 目 内 容

１ 駅へのトイレ設置につ 乗降客が多い、または交通弱者である生徒さんや高齢
いて 者が利用する駅に速やかにトイレを設置する必要がある

と考えるが、所見を伺いたい。

２ 新ホール整備について パブリックコメントのご意見をどのように考慮し、県
民の権利保護に役立てていくのか。次に、新ホール整備
事業予算を追加提案することにより県議会並びに徳島市
との関係性に影響を及ぼすと考えるが、どのように想定
しているのか。また、旧文化センター跡地における建設
費等の継続費について、なぜこのタイミングで補正する
のか。

３ 都市公園におけるＰａ Ｐａｒｋ－ＰＦＩ導入に向けた、その後の検討内容お
ｒｋ－ＰＦＩ（公募設 よび進捗状況はどのようになっているのか伺いたい。
置管理制度）について

４ 徳島新時代の観光振興 徳島市以外の徳島新時代にふさわしい観光振興を現時
について 点においてどのように考え、今後どのように実現されて

いくのか、所見を伺いたい。

※ この質問要旨は、２月１８日１６時にとりまとめたものです。



質問要旨（達田良子議員）

令和７年２月１９日（水）
登壇順位１ ２ ３ ④

項 目 内 容

１ 最賃引き上げ支援事業 （１）県内でも立地条件などにより賃金に格差がある。
について 対象外とされた時給930円以上の事業者は、決して余裕

があって引き上げているわけではない。今後は目安基準
を超えた賃上げ事業者には、等しく支援金を給付する制
度に改善すべきではないか。

（２）今回の支援金の低調な申請状況を踏まえ、対象事
業者の門戸を広げ、支援額の増額とともに、１社あたり
の最大支援額の増額措置をとり、10月の最賃改定期以降
も、継続的な支援制度を行うべきではないか。

２ 県都のまちづくり計画 （１）新ホール整備について、多くの県民のみなさん
について や、音楽・文化関係者の願いを実現するには、元の計画

どおり進めることが最良ではないかと考えるが、所見を
伺いたい。

（２）鉄道高架事業の「必要性」、「まちづくりに影響
する周辺整備」、「環境保全対策」などについて、県民
に説明を尽くすべきと考えるが、所見を伺いたい。

３ 小規模・家族農業を守 国連家族農業の10年の７年目となり、今、世界では、
る取組について 小さな農業、家族農業が注目されている。徳島県はこれ

に呼応して、小規模・家族農業を守るための支援策に切
り替え、強化していくべきではないか。

４ 学校給食無償化につい 国が実施するのを待つだけでなく、県独自に学校給食
て 費無償化に踏み切るべきではないか。

５ マイナ保険証について 知事は、対応する市町村や医療現場の負担も考慮し、
国に対して、一旦、従来の健康保険証に戻して、デジタ
ル化については慎重に進めるよう求めるべきではない
か。

６ ジェンダーについて 国連女性差別撤廃委員会の総括所見や勧告について、
知事はどう受け止めているのか。また、選択的夫婦別姓
制度の導入について、結婚すると同姓を強制されること
によって、個人の尊厳を傷つけられているという認識が
あるか。選択的夫婦別姓制度が早く実現するよう、知事
として国への働きかけを強力に行っていくべきではない
か。

※ この質問要旨は、２月１８日１６時にとりまとめたものです。


